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大阪市立大学は、平成29年6月10日（土）と6月11日（日）の2日間、大阪市立大学田中記念館（杉

本キャンパス内）および大阪市立自然史博物館において国際学術シンポジウム「人と植物の共生-

都市の未来を考える-」を開催します。 

都市緑化は、健康・防災・文化に深く関わる課題として、世界の多くの大都市が真剣に取り組

んでいます。なかでも緑地の割合が極めて低い大阪にとっては特に重要な課題と言えます。本シ

ンポジウムでは、都市環境問題に造詣が深い研究者や植物園の運営などに関わる研究者を演者と

してお招きし、都市社会における人と植物の共生のあり方と将来像について議論します。 

都市緑化、自然と文化、生物多

様性などに関心のある一般市民

の方々にも積極的にご参加いた

だきたく、ぜひ市民の皆さまに広

くご周知いただくともに、ご取材

についてもご検討いただきます

よう、よろしくお願い致します。 

 

 

１．開 催 日  平成29年6月10日（土）～6月11日（日） 

 

２．詳 細 

◆公開講演会 【英語同時通訳付き】 

招待研究者に本学の工学、理学、医学の分野の研究者が加わり、多面的な議論を展開します。また、パド

ヴァ大学植物園長とボゴール植物園長からは、植物園が果した歴史的役割についてもお話しが伺える予定で

す。 

 

・パドヴァ大学植物園（イタリア）…1545 年に設立された現存する最古の植物園で、1997 年に世界遺産に

指定されています。 

・ボゴール植物園（インドネシア）…1817 年に設立され、オランダ統治時代に発展した東洋最大の植物園

で、タバコ、コーヒー、キャッサバなどの普及はここから始まりまし

た。 

 

日 時 平成29年6月10日（土）9時30分～16時30分 

会 場 大阪市立大学 田中記念館ホール（杉本キャンパス） 

JR 阪和線「杉本町（大阪市立大学前）駅」下車、東へ徒歩 5 分 

地下鉄御堂筋線「あびこ駅」下車、4 号出口より南西へ徒歩約 20 分 

アクセス：http://www.osaka-cu.ac.jp/ja/about/university/access#sugimoto  

平成 29年度大阪市立大学国際学術シンポジウム 

「人と植物の共生－都市の未来を考える－」を開催 

プレスリリース 

http://www.osaka-cu.ac.jp/ja/about/university/access#sugimoto


プログラム 
 

9:30-9:35   概要説明  

飯野 盛利（大阪市立大学理学部附属植物園長） 

9:35-9:45    開会あいさつ  

荒川 哲男（大阪市立大学 学長） 

9:45 -10:25 「日本の都市における植物と人間と可能性」  

Barrie Shelton（シドニー大学 名誉教授） 

10:25-11:05  「緑と共生する都市デザイン」  

嘉名 光市（大阪市立大学 工学研究科教授） 

11:05-11:45 「街路樹がつくる歩行空間の熱環境」  

鍋島 美奈子（大阪市立大学 工学研究科准教授） 

11:45-12:40 昼 食 

12:40-13:20 「世界最古のパドヴァ大学植物園の歴史」 

 Barbara Baldan（パドヴァ大学 教授、パドヴァ大学植物園長） 

13:20-14:00 「インドネシアにおける新植物園の発展：植物多様性の保全と国の 

活性化」  

Didik Widyatmoko（ボゴール植物園長） 

14:00-14:40 「シンガポール：ガーデン・シティからシティ・イン・ア・ガーデンへ」 

Shawn KY Lum（シンガポール南洋理工大学 上級講師） 

14:40-15:00 休 憩 

15:00-15:40 「疲労と抗疲労の科学：みどりの疲労緩和効果を中心にして」  

渡邊 恭良（理化学研究所ライフサイエンス技術基盤研究センター長、 

大阪市立大学健康科学イノベーションセンター 所長） 

15:40-16:20 「大阪緑化の未来と大阪市立大学に期待されること」  

飯野 盛利（大阪市立大学理学部附属植物園長） 

16:20-16:30 閉会あいさつ  

櫻木 弘之（大阪市立大学 副学長） 

 

 

◆公開ワークショップ 【英語同時通訳付き】 

日 時 平成29年6月11日（日）10時～16時45分 

会 場 大阪市立自然史博物館 講堂 

地下鉄御堂筋線「長居」駅 南改札口 3 号出口から東へ約 800m 

JR 阪和線「長居」駅 東出口から東へ約 1km 

アクセス：http://www.mus-nh.city.osaka.jp/ 

http://www.mus-nh.city.osaka.jp/


プログラム 10:00～13:00 第１部「森の歴史と植物多様性から学ぶ」 

【内容】 

植物化石から見た森の歴史から、現在の森における植物多様性までを俯瞰し、これか

らの都市における人と植物のより良い関係を考察する。 

 

【司会】 

戸部 博 氏（京都大学名誉教授、日本植物学会前会長） 

 

【演者】 

Shawn KY Lum（シンガポール南洋理工大学 上級講師）、Didik Widyatmoko（ボゴ

ール植物園 園長）、百原 新（千葉大学 教授）、久山 敦（咲くやこの花館 館長）、

加藤 雅啓（国立科学博物館 元植物園長）、伊東 明（大阪市立大学理学研究科 教授）、

佐久間 大輔(大阪市立自然史博物館 学芸課長代理) 

 

14:00～16:45 第２部「文化創造性から学ぶ」 

【内容】 

奈良県が開発した「杉」を使ったバイオリンや大阪市大のシンボルツリーである「メ

タセコイア」を使ったギター、「ホップ」を利かしたクラフトビール、モンゴル発祥

のカルピスなどを事例として、植物と人とのクリエィティブな関係を議論する。また、

植物（樹木）や健康、防災を結びつけるものが文化であることを示したい。 

 

【司会】 

岡野 浩 氏（大阪市立大学都市研究プラザ 教授） 

 

【演者】 

Hans Thomsen（チューリッヒ大学 教授）、Franz Waldenberger（ミュンヘン大学 教

授）、馬 玉明（内モンゴル農業大学 教授）、李 庚（京都造形芸術大学 教授）、有

山 麻衣子（奈良県森林技術センター 主任研究員）、塩崎 雅亮（ギター製作家） 

 

３．対 象  研究者、教育関係者、行政関係者、大学生・大学院生 

都市緑化・自然と文化・森や植物・生物多様性などに関心のある一般市民 

４．定 員  10日(講演会)：300名、11日(ワークショップ)：200名 

５．費 用  10日(講演会)：無料 

11日(ワークショップ)：大阪市立自然史博物館入館料が必要 

※入館料の詳細については大阪市立自然史博物館WEBサイトでご確認ください 
http://www.mus-nh.city.osaka.jp/1attention/index.html 

 

６．申し込み  電話、FAX、電子メールのいずれかの方法で、必要事項（氏名・連絡先・参

加希望日）をご連絡ください。 

【申込締め切り：6月3日（土）】 

 

 

 

 

 

※定員を満たし次第締め切らせていただきます。 

申込先：大阪市立大学 理学部附属植物園 

TEL：072-891-2681 

FAX：072-891-7199 

電子メール：sympo@sci.osaka-cu.ac.jp 

担当：飯野・植松・厚井 

http://www.mus-nh.city.osaka.jp/1attention/index.html
mailto:sympo@sci.osaka-cu.ac.jp


７．主  催  大阪市立大学国際シンポジウム「人と植物の共生－都市の未来を考える」組

織委員会 

８．共  催  公益社団法人日本植物園協会・公益社団法人日本WHO協会 

大阪市立自然史博物館 

９．後  援  大阪市・交野市・大阪府 

１０．助  成  日本万国博覧会記念基金(http://www.osaka21.or.jp/jecfund/index.html） 

公益財団法人国際花と緑の博覧会記念協会(http://www.expo-cosmos.or.jp/) 

 

 【本イベントに関するお問い合わせ先】 

大阪市立大学 理学部附属植物園研究棟 

担当：飯野・植松・厚井 

TEL：072-891-2681 

【報道に関するお問い合わせ先】 

大阪市立大学法人運営本部 広報室 

担当：長谷川 

TEL：06-6605-3410 

FAX：06-6605-3572 

 

http://www.osaka21.or.jp/jecfund/index.html
http://www.expo-cosmos.or.jp/


大阪市立大学・田中記念館ホール（JR阪和線の杉本町駅より徒歩約5分）

－ 都市の未来を考える －
Symbiosis of People and Plants for the Future of the City

平成29年度大阪市立大学国際学術シンポジウム

B案ツタ

都市緑化は、健康、防災、文化にも深く関わる課題として、世界の多くの大都市が真剣に取り組んでいます。
大都市の中でも緑被率が際立って低い大阪にとっては特に重要な課題です。本シンポジウムでは、工学、理学、
医学、人文科学の分野の研究者、植物園の関係者を演者としてお招きし、都市社会における人と植物の共生
のあり方と将来像について多面的に議論します。英語の同時通訳を付けて、市民参加をサポートします。

問合せ・申込先

参 加 申 込

参 加 費 用

TEL/ 072-891-2681　FAX/ 072-891-7199
電子メール/ sympo@sci.osaka-cu.ac.jp　（大阪市立大学植物園研究棟）

１日目の講演会は参加無料、2日目のワークショップは博物館入館料が必要

氏名・連絡先、何日のプログラムに参加希望かを電話、FAX、電子メールのいずれかで
6月3日までにお知らせください。

－ 都市の未来を考える －
人と植物の共生

［主催］ 大阪市立大学国際シンポジウム「人と植物の共生－都市の未来を考える」組織委員会
［共催］ （公社）日本植物園協会・（公社）日本WHO協会・大阪市立自然史博物館
［後援］ 大阪市・交野市・大阪府
［助成］ 日本万国博覧会記念基金・（公財）国際花と緑の博覧会記念協会

［土］

［日］

9:30-16:30  講演会

10:00-16:45  ワークショップ
第１部「森の歴史と植物多様性から学ぶ」、 第２部「文化創造性から学ぶ」
会　　　　 場 大阪市立自然史博物館・講堂（地下鉄御堂筋線/JR阪和線の長居駅より徒歩約20分）

初日講演会の演者に加え、 Hans Thomsen（チューリッヒ大学）、 Franz Waldenberger（ミュンヘン大学）
馬 玉明（内モンゴル農業大学）、 李 庚（京都造形芸術大学）、 百原 新（千葉大学）、 久山 敦（咲くやこの花館）
戸部 博（京都大学）、 加藤 雅啓（国立科学博物館）、 岡野 浩（大阪市立大学）、 伊東 明（大阪市立大学）
佐久間 大輔（大阪市立自然史博物館）、 有山 麻衣子（奈良県森林技術センター）、 塩崎 雅亮（ギター製作家）

主な演者・
コメンテーター

Barbara Baldan（パドヴァ大学植物園）、 Didik Widyatmoko（ボゴール植物園） 
Barrie Shelton（シドニー大学）、 Shawn KY Lum（シンガポール南洋理工大学）、 嘉名 光市（大阪市立大学）
鍋島 美奈子（大阪市立大学）、 渡辺 恭良（理化学研究所）、 飯野 盛利（大阪市立大学）

会　　　　 場

演　　　　 者

6.10

6.11
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